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服装史研究における通信販売カタログの史料的価値の再評価
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ス（The Illustrated London News）』や『パン














『THE Queen, THE LADY’S NEWS PAPRER 
AND COURT CHRONICLE（女性の新聞、




























英 The Queen, the Lady’s Newspaper 23
英 Punch, or the London Charivari 11
英 The Illustrated London News 10
米 Harper’s Bazar 8
英 The Ladies’ Gazette of Fashion 5
英 The Sketch 5
英 The Woman’s World 5
英 The Graphic 5
英 The Girl’s Own Paper 5
仏 La Mode Illustrée 4
英 Liberty’s Catalogue 4
英 The Lady 4
英 The English woman’s Domestic Magazine 4
仏 Journal des Dames et des Modes 3
英 Myra’s Journal of Dress and Fashion 3
英 Scraps 3
英 Players 3
英 Lady’s Pictrial 3
米 Godey’s Lady’s Book and Magazine 2
英 The Studio 2





















































































































全身 女性服全体 小物、ヘア 子供（含単品） 装飾、その他 型紙 合計 1冊平均
月計 冊平均 月計 冊平均 月計 冊平均 月計 冊平均 月計 冊平均 月計 冊平均 （点） （％）
1 5 40 8 45 9 72 14.4 21 4.2 40 8 0 0 178 35.6
2 4 32 8 37 9.2 34 8.5 21 5.2 43 10.7 0 0 135 33.6
3 4 32 8 52 13 32 8 10 2.5 46 11.5 0 0 140 35
4 5 38 7.6 48 9.6 41 8.2 30 6 39 7.8 0 0 158 31.6
5 4 35 8.7 42 10.5 43 10.7 21 5.2 50 12.5 1 0 157 38.9
6 4 45 11.2 52 13 10 2.5 44 11 65 16.2 0 0 171 42.7
7 5 29 5.8 40 8 32 6.4 26 5.2 74 14.8 0 0 172 34.4
8 4 40 10 58 14.5 32 8 38 9.5 43 10.7 0 0 171 42.7
9 4 39 9.7 56 14 40 10 9 2.2 28 7 0 0 133 33.2
10 5 49 9.8 69 13.8 22 4.4 25 5 71 14.2 0 0 187 37.4
11 4 32 8 39 9.7 71 17.7 22 5.5 41 10.2 0 0 173 43.1
12 5 51 10.2 54 10.8 58 11.6 34 6.8 40 8 0 0 186 37.2
計 53 462 8 592 11 487 9 301 5 580 11 0 0 1961 37





14 同前 ii p. 43
女性服全体 11点 装飾、その他 11点 
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COMPTOIR DES MANTEAUX ET CONFECTIONS
COMPTOIR DES PEIGNOIRS ET DES ROBES TOUTES FAITES
COMPTOIR DES ROBES MI-CONFECTIONNÉES
COMPTOIR DES INDIENNES ET MOUSSELINES
COMPTOIR DES CRINOLINES ET TOURNURES




















ROBES ET PEIGNOIRS TOUTES FAITES
CRAVATES ET FICHUS















ROBES ET PEIGNOIRS TOUTES FAITES
MODES ET COIFFURES















ROBES ET COSTUMES TOUTES FAITES
MODES ET COIFFURES
ROBES MI-CONFECTIONNÉES















ROBES ET COSTUMES TOUTES FAITES
















COSTUME ET PEIGNOIRES CONFECTIONNÉS
MODES ET COIFFURES
JUPES ET JUPONS TOUT FAITS













BBG Album illustré des Modes d’Hiver 1876-77 ダイジェスト版
1 MANTEAUX ET CONFECTIONS
COSTUME ET PEIGNOIRES CONFECTIONNÉS
MODES ET COIFFURES
JUPES ET JUPONS TOUT FAITS


































COSTUME ET PEIGNOIRES CONFECTIONNÉS
MODES ET COIFFURES
ROBES ET TUNIQUES MI-CONFECTIONNÉS























COSTUME ET PEIGNOIRES Confectionnés
MODES ET COIFFURES
ROBES ET TUNIQUES Mi-Confectionnés























COSTUME ET PEIGNOIRES Confectionnés
MODES ET COIFFURES
JUPES ET JUPONS Confectionnés














BAD　Bibliothèque des Arts Décoratifs, Paris, Collection Maciet（パリ装飾美術図書館）
BBG　文化学園図書館

















































manteau 11 41 35 87
mantille 5 1 4 15 14 1 32 72
paltot 1 13 4 28 19 32 15 112
vêtement 1 12 11 15 22 58 19 26 15 13 192
costume 16 2 1 43 29 56 40 46 233
costume complet 7 29 20 22 32 22 110
costume mi-confectionné 5 15 7 16 10 32 80
peignoir 4 12 11 12 17 17 1 13 4 7 98
rob de chambre 8 14 14 23 59
jupe 20 29 16 28 39 48 55 46 48 52 381
35 同時代の服種が多いことに関しては、脚注16の論文にも指摘がある。p. 30
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ン（vêtement）が、上衣のアイテム名として使
用され、特定のアイテム名で表せない多くの商
品がこの言葉で表されていることもわかる。
　カタログのシーズンごとの変化からは何がわ
かるだろうか（図４）。
　毎シーズン「コートと既製服」のカタログか
ら始まっている上に、コート類のアイテムが多
いことから、この時代の既製服において外衣が
占める割合の高さが実証される。女性既製服が
コートから始まったというのは通説であるが、
多種多様なアイテムが着られていたことは、一
冊の図版が限られる雑誌ではなかなか浮かび上
がって来ない。
　コスチューム（cosutme）についてみてみると、
一揃いの服という意味でコスチューム・コンプ
レ（costume complet）という表現が1875年夏
シーズンまで使われているが、同時期から、単
品としてチュニックの種類であるポロネーズ
（polonaise）が登場する。スカートも1876年夏
シーズンから格段に商品数が増える。これらの
ことから、客が二部形式の服をまとめて買うの
ではなく、上下をバラバラに買う傾向になって
いることが窺える。コスチューム・コンプレが
全く登場しなくなると、入れ替わるように1876
年夏からコスチューム・ミ・コンフェクショネ
（costume mi-confectionné）という商品が出て
（コートはカタログの全数、スカートは単品の数）
図４　カタログ掲載数の推移
くる。これは、文字通りなら「半既製服」とな
るが、購買客が自分で仕立てる商品である。一
揃い買うと高額になるから、こうした商品につ
いてはリーズナブルにするために購入者に仕立
てを委ねているのだろうか。
　ペニョワール（peignoir）は1870年代の後半に
商品数が減り、逆にマチネ（matinée）とローブ・
ド・シャンブル（robe de chamber）が1876-
77年冬シーズンから登場してくる。部屋着とい
う意味ではあまり変わらないように思われるが、
やはり何らかの変化があったことがうかがえる。
　全体的に1870年代の後半に、カタログのヴァ
リエーションも増える。これを端的にあらわす
のが、1877年の夏に登場する子供服のカタログ
だ。年を追うごとに全体の商品数も急に増えて
いく。
　一冊のカタログからは何が読み取れるだろう
か。その中の一つのアイテムに限って図版と
キャプションを抽出して並列してみれば、自ず
とそのデザインなどの特徴がわかる（図５）。
図版を見れば、その丈がほとんど同じであるこ
とや、一部を除いてはシルエットもほぼ近いこ
とが分かる。キャプションを合わせてみると、
素材にはヴァリエーションがあり、それととも
に同アイテムでも価格帯に幅があることがわか
る。これらの情報から、様々な分析を試みるこ
とができるはずだ。
　このように具体的な特徴や変化が目で見てわ
かるのが、通信販売カタログのメリットである。
畑も、カタログと雑誌や現存する実物資料を比
較することで、あるバッグが使われていた期間
を推定したり、現存する史料の特定に利用でき
たりすることを明らかにしている36。
　もちろんカタログが万能だと主張しようとい
うわけではない。カタログを資料にした場合の
36 脚注５参照。p. 31-32
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限界もある。そのアイテムをどういった時に着
るのかといった背景などは、残念ながらカタロ
グからはわからない。購入者がどういった意図
で商品を選択しているのか、どの商品が人気
だったのかもわからない。文学作品のように、
それを着る人の心情が述べられているわけでも
図5-1　1876-77年冬のカタログ　コート（manteau）の図版
図5-2　同上コートのキャプション
　　　（文化学園大学図書館蔵）
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ない。例えば先述の部屋着の数々が、顧客にど
のように区別されていたのかなど、説明がない
ので一切わからない。
　こうしたことに関しては、従来のように雑誌
の記述を丹念に探るような研究が有効である。
またファッションプレートに劣るのは、彩色さ
れていないことだ。やはり、衣生活は複数のア
プローチによって解明されるべきものであるに
違いない。
結論
　上記のように、欠点もあるものの、圧倒的に
データ量が多いという点で、今まで注目されて
こなかった通信販売カタログもすぐれた研究資
料になりうるはずだ。
　図5-1からもわかるようにほとんど同じよう
な形状で描かれた絵からは、客観的なアイテム
ごとの流行が実感される。絵だけではなく、商
品の情報も具体的で内容豊富である。注文の際
の注意事項から、アイテムごとの着装や縫製の
ポイントもつかめる。商品説明の文言からは売
る側のアプローチもわかるし、そこからは消費
者が何を求めていたかもある程度は推察できる。
その表現からは、当時の美意識の一端もうかが
われる。全てが全身像で描かれているため、当
時の人々がどのようなコーディネートで着装し
ていたかもわかる。
　これらの膨大で具体的なデータを分析する有
効な視点や方法を試み、より精度の高い服飾生
活の実態を明らかにすることによって、大量生
産大量消費時代の幕開けと言える19世紀後半の
生活を少しでも具体的なものにできればと願う。
　それが西洋服装史の分野における研究方法の
一つを提案することにもなれば幸いである。
　本稿は2011年５月29日に和洋女子大学で行わ
れた第63回日本家政学会における口頭発表の内
容を再考し、加筆修正を加えたものである。
　最後に、この研究についていつも協力をして
下さっている文化学園大学図書館員の皆様にお
礼申し上げます。
